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歳
出

　
民
生
費
は
、
86
億
８
３
３
２
万
円

で
、
全
体
の
42･

３
％
を
占
め
て
い

ま
す
。
障
害
者
自
立
支
援
給
付
等
事

業
や
民
間
保
育
所
整
備
支
援
事
業
、

小
規
模
保
育
事
業
、
臨
時
福
祉
給
付

金（
経
済
対
策
分
）給
付
事
業
な
ど
の

増
に
よ
り
、
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
総
務
費
は
、
29
億
７
０
４
５
万
円

で
、
全
体
の
14･

５
％
を
占
め
て
い

ま
す
。
借
地
対
策（
土
地
開
発
基
金

財
産
取
得
）事
業
や
地
域
の
交
流
・

安
心
拠
点
整
備
事
業
、
衆
議
院
議
員

選
挙
執
行
経
費
な
ど
の
増
に
よ
り
、

増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
土
木
費
は
、
22
億
５
４
４
７
万
円

で
、
全
体
の
11･

０
％
を
占
め
て
い

ま
す
。
坂
戸
、
鶴
ヶ
島
下
水
道
組
合

負
担
金
や
都
市
計
画
道
路
整
備
事

業
な
ど
の
減
に
よ
り
、
減
額
と
な
り

ま
し
た
。

　
教
育
費
は
、
20
億
４
９
７
７
万
円

で
、
全
体
の
10･

０
％
を
占
め
て
い

ま
す
。小
学
校
ト
イ
レ
改
修
事
業（
工

事
）や
小
・
中
学
校
施
設
管
理
事
業
、

児
童
・
生
徒
就
学
支
援
事
業
な
ど
の

増
に
よ
り
、
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
出
全
体
と
し
て
は
、
対
前
年
度

比
１･

０
％
増
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計

決
算
の
あ
ら
ま
し

　
平
成
29
年
度
一
般
会
計
で
は
、
歳

入（
収
入
）が
、
２
１
３
億
７
５
６
９

万
円
、
歳
出（
支
出
）が
２
０
５
億
１

７
４
５
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
決
算
額
は
、
平
成
28
年
度
と

比
較
す
る
と
、
歳
入
は
４
億
３
５
７

万
円
、
１･

９
％
の
増
と
な
り
、
歳

出
は
２
億
７
６
０
万
円
、
１･

０
％

の
増
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入

　
市
税
は
、
個
人
市
民
税
が
給
与
所

得
な
ど
の
増
加
に
よ
り
増
収
と
な

っ
た
ほ
か
、
軽
自
動
車
税
は
登
録
台

数
の
増
加
、
税
率
改
定
に
よ
り
増
収

と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
市
税
全
体
で
は
５
年

連
続
で
前
年
度
を
上
回
り
、
６
３
６

４
万
円
の
増
収（
０･

６
％
）と
な
り

ま
し
た
。

　
そ
の
一
方
で
、
市
税
収
入
の
伸
び

な
ど
の
影
響
に
よ
り
地
方
交
付
税

が
減
額
に
な
っ
た
ほ
か
、
ふ
る
さ
と

納
税
の
減
額
に
よ
り
寄
附
金
も
減

額
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
全
体
と
し
て
は
、
対
前
年
度

比
１･

９
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

平成29年度

決算報告
決算は、皆さんに納めていただいた税金などが、どのような事業に使われたのかを取りまとめた
ものです。平成29年度の決算や財政指標から、本市の財政状況をお知らせします。
� 問合先　財政課財政担当

歳出
205億
1745万円

民生費
86億8332万円

（42.3%）

総務費
29億7045万円

（14.5%）
土木費
22億5447万円（11.0%）

教育費
20億4977万円
（10.0%）

公債費
15億6321万円
（7.6%）

衛生費
13億3887万円
（6.5%）

その他
16億5736万円（8.1%）

市税
100億2638万円

（46.9%）

歳入
213億
7569万円

国県支出金
42億7177万円

（20.0%）
地方交付税
14億6506万円（6.9%）

市債
12億909万円
（5.7%）

繰入金
10億9697万円
（5.1%）

地方消費税交付金
10億4673万円
（4.9%）

その他
22億5969万円（10.5%）
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特
別
会
計

　
特
別
会
計
は
、
一
般
会
計
と
は

別
に
、
特
定
の
事
業
を
行
う
た
め

に
条
例
な
ど
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ

る
も
の
で
す
。

　
市
が
設
置
し
て
い
る
特
別
会
計

は
５
会
計
あ
り
ま
す
。

　
各
特
別
会
計
の
決
算
額
は
、
左

記
の
と
お
り
で
す
。

会計名 歳入 歳出

国民健康保険 86億7917万円 82億5496万円

後期高齢者医療 6億6738万円 6億6488万円

介護保険 41億1837万円 36億2176万円

一本松土地区画整理事業 4億8472万円 3億8804万円

若葉駅西口土地区画整理事業 2億8842万円 2億4047万円

組合名（共同処理をする事務） 負担金

広域静苑組合（火葬場） 2312万円 

坂戸、鶴ヶ島水道企業団（上水道） 127万円 

坂戸、鶴ヶ島下水道組合（下水道、し尿処理） 4億3311万円

埼玉西部環境保全組合（ごみ処理） 7億1130万円

坂戸地区衛生組合（し尿処理） 4416万円

坂戸・鶴ヶ島消防組合（消防・救急など） 9億2166万円

一
部
事
務
組
合
負
担
金

　
一
部
事
務
組
合
と
は
、
複
数
の

市
町
村
で
事
務
の
一
部
を
共
同
処

理
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
団
体

で
す
。

　
市
が
構
成
し
て
い
る
一
部
事
務

組
合
は
６
組
合
あ
り
ま
す
。

　
各
組
合
へ
の
負
担
金
は
、
左
記

の
と
お
り
で
す
。

平
成
29
年
度
の
監
査
実
施
結
果

�

問
合
先
　
監
査
委
員
事
務
局

　
平
成
29
年
度
に
市
が
行
っ
た
財
務

事
務
や
事
務
事
業
の
執
行
に
つ
い
て
、

市
の
監
査
委
員
が
、
地
方
自
治
法
の

規
定
に
基
づ
く
例
月
出
納
検
査
、
定

例
監
査
、
補
助
団
体
な
ど
の
監
査
、

決
算
審
査
お
よ
び
基
金
運
用
状
況
審

査
並
び
に
財
政
健
全
化
法
の
規
定
に

基
づ
く
審
査
な
ど
の
各
種
監
査
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
財
務
事
務
や
事
務
事

業
の
執
行
状
況
は
、
公
正
で
合
理
的

か
つ
効
率
的
に
処
理
さ
れ
て
い
た
も

の
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
な
お
、
各

種
監
査
結
果
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

詳細はこちら
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平成29年度　決算報告

市の借金（市債）
　道路や公共施設などを整備するための費用や、本来
国から交付される地方交付税の一部を市が肩代わりし
ている借金（臨時財政対策債）です。28年度と比べて市
債の残高は、約2億5000万円減少しました。

市の貯金（積立基金）
　財政調整基金や福祉基金、寄附によるまちづくり基
金の取り崩しなどを行ったため、28年度と比べて約2
億9000万円減少しました。

　収入は市税および各
種交付金が増加しまし
た。
　また、支出は補助
費等（保育施設への補
助など）および普通建
設事業費が増加しま
した。
　28年度と比べて0.1
％改善しました。

収入に対して、必ず行う支出の割合を
示した比率。数値が低いほど財政運営
に弾力性があります。

毎年負担すべき負債の財政規模に対す
る比率。数値が低いほど借金の返済以
外で使えるお金が多くなります。

財政力の強さ。数値が大きいほど余裕
があり、1を超えると国から普通交付
税が交付されません。

将来負担すべき負債の財政規模に対す
る比率。数値が低いほど将来の財政を
圧迫する可能性が低くなります。

　公債費（借金返済の
お金）が増加したこと
から、28年度と比べ
て0.3％悪化しました。
　なお、18％以上に
なると、新たに借金を
する際に、国や県の許
可が必要になります。

　必要なお金を実際の
収入で割った値（3か
年の平均）で、どれだ
け自前の収入（税金な
ど）で賄えるかを示し
ます。
　この値が高いほど
財源に余裕がありま
す。29年度は、28年
度と同じ数値となり
ました。

　市だけでなく、一部
事務組合の借金なども
含めて将来支払ってい
く見込みの負担です。
　着実に借金を返済し
たことから、市債残高
が減少しました。
　28年度と比べて、
3.2％改善しました。

経常収支比率（自由に使えるお金があるか）

市債と積立基金（一般会計）

実質公債費比率（借金の返済に苦しんでいないか）

財政力指数（自前の収入で賄えるか）

将来負担比率（将来の世代にツケを先延ばしていないか）

　
市
の
財
政
状
況
の
良
し
悪
し
は
、
一
つ
の
指
標
だ
け
で
判
断
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
複
数
の
指
標
か
ら
総
合
的
に
判
断
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
こ
う
し
た
指
標
を
、
県
内
市
の
平
均
値
や
全
国
の
類
似
団
体（
人
口
規
模
や
産

業
構
造
が
同
じ
自
治
体
）の
平
均
値
と
比
較
し
て
み
ま
す
。

鶴
ヶ
島
市
の
財
政
状
況

50

100 93.1 93.8 93.8 93.7

28年度
県内市
平均

28年度
類似団体
平均

28年度 29年度

（％）

鶴ヶ島市

163163

29293131 3131 3232

165165 165165168168

50

100

150

200

26年度

(億円) 積立基金残高 市債残高

27年度 28年度 29年度

2

4

6

8

28年度
県内市
平均

28年度
類似団体
平均

28年度 29年度

（％）

鶴ヶ島市

4.44.4

6.96.9 7.57.57.27.2

0.2
0.4
0.6
0.8
1

28年度
県内市
平均

28年度
類似団体
平均

28年度 29年度
鶴ヶ島市

0.860.86
0.720.72

0.880.88 0.880.88

10

20

30

40
（％）

28年度
県内市
平均

28年度
類似団体
平均

28年度 29年度
鶴ヶ島市

5.35.3 2.12.1

17.617.6

35.335.3
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市政情報

教育委員会教育長
が再任されました
問合先　人事課人事担当

スポーツで健康な体作りを！イベントに参加しませんか？

問合先　生涯学習スポーツ課市民スポーツ担当

　
ス
ポ
ー
ツ
に
適
し
た
気
候
と
な

る
10
月
、
11
月
は
「
ス
ポ
ー
ツ
に

親
し
む
月
間
」
で
す
。
期
間
中
に

開
催
さ
れ
る
市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
教
育
長
の
浅あ
さ
子こ

藤ふ
じ

郎お

さ
ん
が
任
期
満
了
と
な
り
、
10

月
１
日
付
け
で
再
任
さ
れ
ま
し

た
。

「
秋
の
つ
る
が
し
ま
元
気
ス
ポ
ー

ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
８
」

　
誰
も
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
各
種
ス

ポ
ー
ツ
が
体
験
で
き
る
コ
ー
ナ
ー

や
、
健
康
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
コ
ー

ナ
ー
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

日
に
ち
　
11
月
４
日
㈰

場
所
　
運
動
公
園

健
康
マ
ラ
ソ
ン
参
加
者
募
集
！

参
加
費
　
１
０
０
円

種
目
　
１
㎞
・
２
㎞
・
３
㎞

申
込
み
　
参
加
申
込
書
を
記
入

し
、
参
加
費
を
添
え
て
、
10
月
11

日
㈭
か
ら
24
日
㈬
ま
で
に
生
涯
学

習
ス
ポ
ー
ツ
課（
平
日
８
時
30
分

〜
17
時
15
分
）、
各
市
民
セ
ン
タ

ー
・
海
洋
セ
ン
タ
ー（
平
日
９
時

〜
17
時
）、
市
民
活
動
推
進
セ
ン

タ
ー（
平
日
９
時
〜
17
時
30
分
、

木
曜
日
の
み
21
時
ま
で
）へ

ご存じですか？入学準備金貸付制度

問合先　学校教育課学務担当

　
高
等
学
校
、
大
学
・
短
大
・
専

修
学
校（
学
校
教
育
法
に
よ
り
定

め
ら
れ
た
も
の
に
限
る
）に
進
学

す
る
意
欲
を
持
ち
な
が
ら
、
経
済

的
な
理
由
に
よ
り
就
学
が
困
難
な

方
の
た
め
に
、
入
学
に
要
す
る
経

費
の
一
部
を
無
利
子
で
お
貸
し
し

ま
す
。

対
象
　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

◦�

市
内
に
引
き
続
き
１
年
以
上
居

住
し
て
い
る

◦�

高
等
学
校
、
大
学
・
短
大
・
専

修
学
校
に
入
学
す
る
予
定
の
方

の
保
護
者

◦�

市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

◦�

連
帯
保
証
人
を
１
人
得
ら
れ
る

貸
付
限
度
額

①�

高
等
学
校
、
専
修
学
校（
高
等

課
程
で
修
業
年
限
が
２
年
以

上
）＝
20
万
円

②�

大
学
・
短
大
・
専
修
学
校（
専

門
課
程
で
修
業
年
限
が
２
年
以

上
）＝
30
万
円

申
請
期
間

第
１
期
　
10
月
１
日
㈪
〜
11
月
15

日
㈭

第
２
期
　
平
成
31
年
１
月
４
日
㈮

〜
31
日
㈭

貸
付
時
期
　

第
１
期
　
12
月
上
旬
以
降

第
２
期
　
平
成
31
年
２
月
下
旬
以
降

貸
付
金
の
償
還

①
の
場
合
、
貸
付
後
、
半
年
間
据

え
置
き
し
、
月
額
６
７
０
０
円
を

29
回
、
５
７
０
０
円
を
１
回
無
利

子
償
還

②
の
場
合
、
貸
付
後
、
半
年
間
据

え
置
き
し
、
月
額
７
２
０
０
円
を

41
回
、
４
８
０
０
円
を
１
回
無
利

子
償
還

申
込
み

学
校
教
育
課
に
あ
る
入
学
準
備
金

貸
付
申
請
書
と
必
要
書
類
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
期
限
後
に

貸
付
審
査
会
を
開
催
し
、
認
定
者

を
決
定
し
ま
す
。
貸
付
の
決
定
は

申
請
者
に
文
書
で
通
知
し
ま
す
。

決
定
の
通
知
を
受
け
取
っ
た
方

は
、
連
帯
保
証
人（
１
人
）と
連
署

の
借
用
書
に
入
学
を
決
定
す
る
書

類
な
ど
を
添
え
て
学
校
教
育
課
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

収
入
の
多
い
ご
家
庭
に
は
ご
遠
慮

い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

10月  7日(日) 第69回鶴ヶ島市民体育祭

10月12日(金) 今から歩いて健康になる
定期健康ウォークウォーキング教室

10月14日(日) ラジオ体操教室

10月28日(日) 第８回県民総合体育大会
スタンプラリーつるがしま大会

11月  4日(日) 秋のつるがしま元気
スポーツフェスティバル2018

11月18日(日) 第16回鶴ヶ島ソフトテニス大会
12月  8日(土) ステップアップ研修「サッカー教室」




